
令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
十
月
十
九
日
開
催
の
臨
時
社
員

総
会
の
決
議
並
び
に
埼
玉
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和

八
年
三
月
四
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当

法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令

和
八
年
四
月
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き

は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
日

埼
玉
県
蓮
田
市
東
五
丁
目
二
番
一
三
号
蓮
田
Ｎ
Ｋ

Ｂ
三
Ｆ

医
療
法
人
秀
憲
会

清
算
人

兼
松

憲
子

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日
開
催
の
理
事

会
及
び
評
議
員
会
の
議
決
に
よ
り
令
和
八
年
四
月
一
日
東

京
都
知
事
の
認
可
を
受
け
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年

四
月
三
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
日

東
京
都
西
東
京
市
西
原
町
四
丁
目
五
番
八
五
号

学
校
法
人
日
本
文
華
学
園

清
算
人

田
中

康
弘

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
四

月
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
日

東
京
都
杉
並
区
阿
佐
谷
北
四
丁
目
二
二
番
七
号

職
業
訓
練
法
人
東
京
都
理
容
美
容
協
会

清
算
人

渡
部

夫

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
八
月
十
八
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
並
び
に
兵
庫
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年

三
月
二
日
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
四
月
八

日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
日

兵
庫
県
西
宮
市
高
松
町
一
一
番
一
〇
号

医
療
法
人
社
団
相
馬
胃
腸
科
医
院

清
算
人

相
馬

淑
子

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
社
は
、
平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
四

月
八
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
日

兵
庫
県
相
生
市
古
池
二
丁
目
六
番
八
号

有
限
会
社
ワ
タ
ナ
ベ

清
算
人

渡
邊

保
之

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
社
員
総
会
の
決
議
並
び
に
令
和
八
年
三
月

一
日
付
、
北
海
道
知
事
の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、

当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、本
公
告
第
一
回
掲
載（
令

和
八
年
三
月
二
十
七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
日

札
幌
市
東
区
北
二
十
一
条
東
十
六
丁
目
一
番
一
一
号

医
療
法
人
社
団
も
と
ま
ち
デ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス

清
算
人

佐
々
木

勉

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
開
催
の
臨
時
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年

四
月
八
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
日

青
森
県
十
和
田
市
大
字
相
坂
字
高
見
一
一
三
番
地

一

農
事
組
合
法
人
六
日
町

清
算
人

村
舘

強

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
二
月
二
十
四
日
に
解
散
を
し
た

の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回

掲
載
（
令
和
八
年
四
月
八
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と

き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
日

東
京
都
足
立
区
足
立
一
丁
目
二
〇
番
一
〇
号

医
療
法
人
財
団
協
和
会

清
算
人

五
十
嵐
正
樹

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
四
月

八
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
日

名
古
屋
市
中
川
区
春
田
五
丁
目
五
五
番
地

農
事
組
合
法
人
江
松
施
設
園
芸
組
合

清
算
人

小
塚

繁
広

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
十
一
月
二
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
並
び
に
三
重
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年

三
月
十
八
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法

人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和

八
年
四
月
八
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
、
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
日

三
重
県
伊
勢
市
西
豊
浜
町
八
七
番
地

医
療
法
人
堤
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

清
算
人

堤

孝
子

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
、
桑
名
市
長
よ
り
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

に
解
散
の
認
可
を
受
け
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
四
月
八
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
日

三
重
県
桑
名
市
桑
栄
町
二
番
地

桑
栄
ビ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合

代
表
清
算
人

水
谷
新
左
衞
門

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
三
月
九
日
責
任
役
員
の
定
数
の

全
員
の
議
決
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人

に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八

年
四
月
六
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら

除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
日

滋
賀
県
米
原
市
志
賀
谷
一
四
八
一
番
地

宗
教
法
人
梅
林
庵

清
算
人

木
船

法
円

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
十
二
月
十
四
日
の
理
事
会
決
議

に
よ
り
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
広
島
県
知
事
の
認
可
を

受
け
て
解
散
し
た
の
で
、当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
四
月
八
日
）
の
翌
日
か

ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
日

広
島
県
呉
市
上
山
田
町
二
番
二
八
号

学
校
法
人
信
楽
学
園

清
算
人

信
楽

晃
仁

公
益
信
託
農
林
中
金
森
林
再
生
基
金
第
十
二
期
決
算
公
告

一
、
事
業
概
要

国
内
の
民
有
林
の
公
益
性
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
活
動
を
行
っ
た
十
団
体
に
対
し
、
合
計
一
七
八
、

七
九
二
、
〇
〇
〇
円
の
助
成
金
を
交
付
し
た
。

二
、
財
産
目
録

令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
現
在

資
産
合
計

三
三
〇
、
四
九
三
、
二
〇
二
円

負
債
合
計

〇
円

正
味
信
託
財
産

三
三
〇
、
四
九
三
、
二
〇
二
円

令
和
八
年
四
月
十
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
二
丁
目
二
番
地
一

公
益
信
託
農
林
中
金
森
林
再
生
基
金

受
託
者

農
中
信
託
銀
行
株
式
会
社

公
益
信
託
Ｊ
Ａ
・
静
岡
県
信
連
民
俗
芸
能
振
興
基
金
第
二

十
七
期
決
算
公
告

一
、
事
業
概
要

民
俗
芸
能
の
保
存
・
伝
承
活
動
事
業
に
つ
い
て
静
岡
県

内
の
十
三
団
体
に
対
し
、
合
計
三
、
二
五
〇
、
〇
〇
〇
円

の
助
成
金
を
交
付
し
た
。

二
、
財
産
目
録

令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
現
在

資
産
合
計

一
三
、
六
〇
六
、
一
三
五
円

負
債
合
計

〇
円

正
味
信
託
財
産

一
三
、
六
〇
六
、
一
三
五
円

令
和
八
年
四
月
十
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
二
丁
目
二
番
地
一

公
益
信
託
Ｊ
Ａ
・
静
岡
県
信
連
民
俗
芸
能
振
興

基
金

受
託
者

農
中
信
託
銀
行
株
式
会
社
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